
こんなに
 大きく
　なりました

一生懸命
 育てました

1月11日 沼田町成人式

◎ 一般質問 沼田・秩父別間の道道に防雪柵を ・・・４ページ

◎ 一般質問 クリニックはいつ新築するのか ・・・６ページ

◎ 決算意見 災害時情報の充実を ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10ページ

主
な
内
容

2015年2月
第60号



2

今回の定例議会の傍聴者は、25名でした。
みなさまの傍聴を待っています。 

◯
保
育
施
設
な
ど
へ
給
付
費

　

国
の
「
子
育
て
支
援
三
法
」

の
成
立
に
合

わ
せ
て
、
沼

田
町
で
も
保

◯
教
員
住
宅
の
売
却

　

希
望
す
る
複
数
の
町
民
に
よ

る
抽
せ
ん
で
、

建
物
を
含
む
土

地
１
件
を
95
万

円
で
売
却
。

◯
町
長
の
旅
費
80
万
円
を
追
加

　

東
京
で
コ
ン
パ
ク

ト
・
タ
ウ
ン
構
想
な

ど
を
調
査
す
る
た
め
。

　
何
回
分
か
。
町
長

の
任
期
は
、
あ
と
１

０
０
日
な
の
に
、
多
過
ぎ
な
い

か
。総

務
課
長
　

１
回
９
万
円

の
８
回
分
。
年

内
40
万
円
、
年
明
け
40
万
円
。

衆
議
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
の
で
、

地
方
創
生
な
ど
の
情
報
を
収
集

す
る
の
が
目
的
。

育
な
ど
に
関
わ
る
事
業
者
の
基

準
を
決
め
た
。

◯
い
じ
め
問
題
の
会
議
を
設
置

　

も
し
学
校
で
い
じ
め
が
起
き

た
場
合
に
沼
田
、
妹
背
牛
、
秩

父
別
、
北
竜
、
深
川
の
５
市
町

で
「
対
策
専
門
家
」
会
議
と
、

別
メ
ン
バ
ー
の
「
調
査
」
会
議

を
設
置
す
る
。
町
長
は
再
調
査

を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

事
務
局
は
、深
川
市
に
置
く
。

◯
ほ
た
る
館
へ
２
２
０
万
円
増

　

指
定
管
理
費
と
は
別
に
あ
る

修
繕
費
の
追
加
と
し
て
配
管
１

０
０
万
円
、バ
ス
50
万
円
、配
電

盤
30
万
円
、
屋
上
防
水
40
万
円

な
ど
。

　
判
断
を
し
た
の
は

役
場
か
、
指
定
管
理

者
の
シ
ダ
ッ
ク
ス
か
。
修
繕
が

計
画
化
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、

補
正
で
は
な
く
て
当
初
予
算
に

盛
り
込
め
る
は
ず
だ
。
建
設
課

な
ど
に
施
設
の
管
理
資
料
は
あ

る
の
か
。

総
務
課
長
　

判
断
は
シ
ダ

ッ
ク
ス
か
ら
の

報
告
に
よ
り
、役
場
が
行
っ
た
。

管
理
資
料
は
あ
る
が
、
施
設
が

老
朽
化
し
て
い
る
の
で
、
や
む

を
え
な
い
。

◯
害
虫
の
駆
除
に
３
万
円
増

　

ス
ズ
メ
バ
チ
な
ど
町
民
か
ら

委
託
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
が
駆
除
を
す
る
事
業
。

　
危
険
な
作
業
な
の

に
、
技
術
料
が
安
く

な
い
か
。

住
民
生
活
課
長
　

１
回
の

駆
除
に
約

１
時
間
か
か
る
。
そ
の
技
術
料

は
１
時
間
で
２
千
円
。
年
20
回

分
を
予
算
付
け
し
て
い
た
が
、

昨
年
度
は
18
回
で
あ
っ
た
の
だ

が
、今
年
度
は
51
回
出
動
し
た
。

専
門
に
１
人
が
行
っ
て
い
る
が
、

今
年
も
２
回
、

ハ
チ
に
刺
さ
れ

た
。
今
後
、
協

議
し
た
い
。

◯
町
職
員
改
定
給
与
を
追
加

　

第
６
回
臨
時
会
の
議
決
を
受

け
て
町
職
員
給
与
を
予
算
措
置
。

特
定
教
育
と
保
育
の
基
準

２
千
万
円
追
加
し
43
億
円

条　
　
例

補
正
予
算

　町長と議員の選挙まで、あと４カ月と
なり、いつもに増して熱い傍聴席と議場
となった。また、津川委員長から平成25
年度の決算審査の報告があり、意見を付
して認定した。 （10～11ページ参照）

第4回 定例会
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議決された意見書
◎「機械的」に高校の統廃合を行うな
　北海道教育委員会は、『新たな高校教育に関
する指針』を発表した。この中で、「１学年４～８学級が、
望ましい学校規模」とし、「特定２間口校」制度すら廃止した。
１．この指針を見直し、子どもの学ぶ権利を保障せよ。
２．高校で少人数学級を実施せよ。「機械的」統廃合に反対。

◎必要な介護サービスを受けられるようにせよ
　国会が可決した『医療介護総合法』では、要支援者の訪問
介護と通所介護が介護予防給付から外され、問題がある。
１．すべての介護サービスをこれまで通り保険で継続せよ。
２．国の責任で介護職員の確保と処遇改善を早急にせよ。
３．介護保険料の値上げを抑え、地方自治体に財源を与えよ。

委員会に付託された意見書
◎『特定秘密保護法』を廃止せよ

　町長の答弁の歯切れが悪い。
あいまい。行政の決定事項を、
明確に町民に知らせるべきで
ある。議員は質問の前のあい
さつを短くして、時間を有効
に使うべき。 65歳・女性

　傍聴は、初めてです。議員各
位が、たいへんマトを得た質問
をされていると感心いたしまし
た。町長の答弁は、消化不良で
した。無理？努力不足？期待？
 67歳・男性

傍聴席の生の声 傍聴席の生の声

　議員の質問はタイムリー
ですが、町長の答弁が消極
的で後退気味。 65歳・男性

傍聴席の生の声

◯
町
民
会
館
Ａ
重
油
配
管
修
繕

　

２
７
６
万
円
を
計
上
。

　

た
だ
し
、
ボ
イ
ラ
ー
配
管
の

不
備
が
発
覚
さ
れ
て
か
ら
６
カ

月
以
上
も
放
置
さ
れ
て
い
た
。

　

議
員
か
ら
「
消
防
法
と
の
整

合
性
と
、
消
防
行
政
か
ら
の
指

導
は
あ
っ
た
の
か
」
と
追
及
。

　

教
育
委
員
会
は
「
緊
急
性
の

認
識
が
少
な
か
っ
た
」
と
反
省

し
、
今
後
の
教
訓
に
生
か
す
。

◯
町
職
員
の
給
料
を
改
定

　

改
定
率
は
、平
均
０
・
３
％
増
。

◯
衆
議
院
選
挙
の
費
用
を
追
加

　

５
４
０
万
円
を
計
上
。
財
源

は
、
国
か
ら
全
額
出
る
。

第
５
回
◉
11
月
７
日

第
６
回
◉
11
月
27
日

臨　時　会  平成26年
12月18日～19日

　議案の審査を、より細かく効率
的に行うため、議員で構成されてい
る委員会で検討することです。議会
では、「委員会付託」と呼びます。

付託（ふたく）



44

町
長
へ
の
一
般
質
問

問　
生
鮮
食
品
の
店
舗
に
つ

い
て
６
月
定
例
議
会
で
も

質
問
し
た
が
、
農
協
か
ら
店
舗

の
建
替
え
に
伴
い
、
店
舗
維
持

の
た
め
に
町
へ
建
設
費
助
成
の

申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
は
こ
れ
を
受
け
て
、
商
工

会
に
打
診
し
た
が
、
民
間
に
補

助
す
る
こ
と
は
拒
否
し
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
町
は
経
営

主
体
を
商
工
会
が
共
同
店
舗
、

商
業
施
設
な
ど
で
対
応
す
る
こ

と
で
調
整
し
て
、
三
者
協
議

（
町
・
商
工
会
・
Ｊ
Ａ
）
を
し

な
が
ら
進
め
る
と
聞
い
て
い
ま

し
た
。

　

最
近
に
な
り
民
間
ス
ー
パ
ー

に
委
ね
る
話
を
聞
い
て
い
ま
す

雪
柵
の
設
置
が
計
画
的
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
道
道
に
は
、
未
だ
に

防
雪
柵
の
設
置
が
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

特
に
道
道
沼
田
・
秩
父
別
間

は
、
沼
田
町
民
を
は
じ
め
、
多

く
の
人
が
利
用
す
る
道
で
す
。

冬
期
間
の
風
雪
に
よ
る
交
通
事

故
も
毎
年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
要
望
の
多
い
、沼
田
・

秩
父
別
間
の
防
雪
柵
の
設
置
が

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
犠
牲
者
が

出
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

問　
昨
年
３
月
、
オ
ホ
ー
ツ

ク
管
内
で
暴
風
雪
に
よ
り
、

８
名
の
犠
牲
者
が
出
る
痛
ま
し

い
事
故
が
お
き
ま
し
た
。
最
近

は
暴
風
雪
の
規
模
が
年
々
増
大

し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

暴
風
雪
対
策
と
し
て
、
沼
田

町
内
の
国
道
２
７
５
号
線
は
防

　

６
月
定
例
議
会
で
「
赤
字
補

填
を
す
る
」答
弁
が
あ
っ
た
が
、

今
も
考
え
て
い
る
の
か
。

　

商
業
施
設
の
完
成
期
日
は
何

年
何
月
を
考
え
て
進
め
て
い
る

の
か
聞
き
た
い
。

　

赤
字
補
填
は
こ
れ

か
ら
の
話
で
す
が
、

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

店
舗
の
完
成
は
平
成
29
年
４

月
ま
で
に
何
と
か
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

が
、
生
鮮
店
舗
問
題
は
、
主
婦
、

高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
心
配
事

で
す
の
で
考
え
を
き
き
た
い
。

①
町
と
商
工
会
は
ど
の
よ
う
に

民
間
ス
ー
パ
ー
と
か
か
わ
っ
て

い
く
の
か
。

②
店
舗
の
継
続
性
を
約
束
で
き

る
の
か
。
町
が
進
め
る
に
あ
た

り
、
商
店
、
商
店
街
に
影
響
は

な
い
の
か
。
こ
の
店
舗
の
規
模
、

建
設
費
は
ど
の
く
ら
い
か
。

　

現
在
、
協
議
中
で

答
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

問　
答
え
て
頂
け
な
い
の
で

あ
れ
ば
質
問
を
か
え
ま
す
。

　

商
工
会
が
商
業
施
設
を
経
営

す
る
と
の
こ
と
で
進
ん
で
い
る

が
、
民
間
ス
ー
パ
ー
と
協
同
経

営
が
で
き
る
の
か
。

　

農
協
に
は
補
助
で
き
な
い
訳

だ
が
、
出
来
る
企
業
と
出
来
な

い
企
業
と
の
違
い
を
聞
き
た
い
。

　

道
は
も
ち
ろ
ん
関
係
町
に
も

協
力
を
求
め
、
設
置
に
向
け
て

早
急
な
対
応
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
現
状
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
っ
て
い
る
の
か
聞
き
た
い
。

　

沼
田
・
秩
父
別
間

の
防
雪
柵
の
設
置
は

自
治
振
興
協
議
会
か
ら
の
要
請

も
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

路
線
は
道
路
管
理
者
が
北
海
道

で
あ
り
、
エ
リ
ア
が
他
町
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が

難
し
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

道
と
し
て
、
平
成
24
年
度
に

風
速
、
風
向
の
状
況
調
査
を
実

施
し
、
防
雪
柵
の
設
置
の
検
討

を
進
め
沿
線
の
地
権
者
の
説
明

会
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
が
、

地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
地
権
者
へ

の
説
明
、
道
路
整
備
の
要
望
会

を
通
じ
防
雪
柵
の
設
置
に
向
け

て
努
力
し
て
行
き
た
い
。

鵜野範之
議員

民
間
ス
ー
パ
ー
と
町
は

 

ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か

協
議
中
な
の
で
答
え
ら
れ
ま
せ
ん

問答

長  原   誠
議員

吹雪が心配

町民に愛されてきた農協の店舗

沼
田
〜
秩
父
別
間
に
防
雪
柵
を

設
置
に
向
け
努
力
し
て
行
き
た
い

問答
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に
も
、
ト
マ
ト
の
原
料
も
ト
マ

ト
・
ジ
ュ
ー
ス
の
製
品
も
、
売

る
時
も
買
う
時
も
、
す
べ
て
外

税
に
す
べ
き
だ
が
。

　

農
産
物
の
課
税
方

式
は
、
国
会
に
言
う

前
に
、
ま
ず
農
協
と
論
議
を
す

べ
き
で
す
。
町
内
の
商
店
の
販

売
方
法
は
各
店
が
判
断
す
べ
き
。

　

沼
田
町
の
農
産
加
工
場
は
今

年
の
春
に
完
成
し
、
ト
マ
ト
２

５
０
ト
ン
の
予
定
を
上
回
る
２

７
０
ト
ン
の
処
理
を
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
も
町
内
の
農
家
が

生
産
す
る
ト
マ
ト
は
全
量
を
買

い
上
げ
る
の
で
、
若
い
農
家
の

生
産
意
欲
も
上
が
る
よ
う
に
、

消
費
税
も
含
め
て
議
論
し
た
い
。

問　
独
居
老
人
な
ど
の
「
孤

独
死
」
対
策
と
同
様
に
、

そ
の
予
備
軍
に
さ
せ
な
い
た
め

に
も
、小
さ
な
街
な
ら
で
は
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
民
の
顔
が
見
え

る
、
き
め
細
か
い
高
齢
者
へ
の

政
策
が
必
要
で
す
。

　

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
案
」が
成
立
す
れ
ば
、

沼
田
町
も
国
か
ら
「
地
方
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
」
が
要
請
さ
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

金
平
町
長
の
公
約
「
今
、
住

ん
で
い
る
町
民
を
大
切
に
」
が

政
策
で
ど
う
担
保
さ
れ
た
の
か
。

　

町
の
人
口
政
策
を
問
う
意
味

か
ら
次
の
質
問
を
し
ま
す
。

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

民
生
委
員
、厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
関
係
機
関

の
連
携
や
、
利
用
者
の
相
談
へ

の
誘
導
は
、
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
る
の
か
。

②
老
人
ホ
ー
ム
や
介
護

職
員
の
準
備
は
、
近
未

来
の
情
況
に
整
合
し
て

い
る
か
。

③
今
後
、
建
て
ら
れ
る

公
営
住
宅
に
高
齢
者
の

方
を
ど
う
想
定
し
、
戸

数
を
割
り
出
す
の
か
。

離
農
者
な
ど
が
町
外
に

流
出
し
な
い
政
策
を
、

ど
う
連
動
さ
せ
る
の
か
。

④
コ
ン
パ
ク
ト
・
タ
ウ

ン
構
想
に
高
齢
者
は
、
ど
の
よ

う
な
利
益
を
得
る
の
か
。

　

沼
田
町
の
高
齢
化

率
は
39
％
で
す
。

　

町
内
の
老
老
介
護
は
、
15
世

帯
あ
り
ま
す
。
独
居
の
高
齢
者

世
帯
は
20
世
帯
で
す
。
以
下
答

弁
し
ま
す
。

①
町
民
の
３
４
３
人
が
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
を
受
講
し
、
そ
の

交
渉
役
を
務
め
る
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
と
し
て
町
職
員
７
名
が

い
ま
す
。
こ
の
数
は
全
道
で
第

２
位
で
す
。
ま
た
高
齢
者
の
見

問　
１
９
８
９
年
に
消
費
税

が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
、

米
、
大
豆
、
麦
な
ど
は
内
税
で

す
。

　

し
か
し
消
費
税
が
２
０
１
７

年
４
月
１
日
に
８
％
か
ら
10
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
、
１
万

円
の
米
だ
っ
た
ら
９
千
円
し
か

手
に
入
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
町
長
が
国
会
に
外
税

に
す
る
よ
う
提
案
し
て
き
て
欲

し
い
。

　

ま
た
、
沼
田
町
の
農
産
加
工

場
が
農
家
か
ら
買
い
入
れ
て
い

る
ト
マ
ト
も
内
税
で
す
。
現
在

の
町
内
の
ト
マ
ト
農
家
は
70
歳

以
上
が
30
％
で
す
が
、
若
い
農

家
も
加
わ
る
よ
う
に
す
る
た
め

守
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
「
は
あ
と

ふ
る
沼
田
」
に
１
３
２
世
帯
の

登
録
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を

含
め
た
連
携
を
『
地
域
の
ケ
ア

会
議
』
で
行
っ
て
い
ま
す
。

②
老
人
ホ
ー
ム
の
介
護
職
員
や

施
設
の
準
備
は
検
討
し
ま
す
。

③
公
営
住
宅
の
整
備
計
画
を
昨

年
３
月
に
立
て
、
長
寿
命
化
計

画
を
基
に
整
備
し
ま
す
。

④
そ
の
公
営
住
宅
を
旧
・
中
学

校
跡
地
に
、
医
療
と
福
祉
と
介

護
を
あ
わ
せ
た
安
心
し
て
住
み
、

歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
２
人
世
帯
の
見
守
り
は

 

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か

ケ
ア
会
議
で
連
携
し
、調
査
す
る

問答

久保元宏
議員

農
産
物
の
買
い
入
れ
を
外
税
に
せ
よ

ま
ず
は
農
協
に
相
談
し
て
ほ
し
い

問答

絵内勝巳
議員

町民の顔が見える政策を

９月10日、トマトの最盛期
に沼田町農産加工場に、と
れたてのトマトを納品し、
まずは工場長がトマトの糖
度を計ります。



66

問　
厚
生
病
院
は
町
長
が
就

任
し
て
以
降
、
ベ
ッ
ト
の

無
床
化
が
図
ら
れ
、
さ
ら
に
は

看
護
師
さ
ん
の
急
激
な
減
少
に

よ
り
予
定
以
上
に
早
く
厚
生
病

院
が
診
療
所
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

そ
の
時
に
速
や
か
に
診
療
所

の
建
築
計
画
に
入
る
と
議
会
に

説
明
が
あ
り
、
町
民
説
明
会
で

も
「
で
き
る
だ
け
早
く
建
替
え

し
た
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。　

　

速
や
か
に
建
替
え
計
画
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

　

進
捗
状
況
と
開
設
す
る
年
度

の
目
標
は
い
つ
か
。

　

今
年
度
の
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

も
あ
る
程
度
、
赤
字
が
想
定
さ

れ
る
が
、ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

医
療
の
確
保
は
一

番
重
要
な
政
策
の
一

つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
ど
の
よ
う
に
し
て
町

民
の
健
康
と
、
医
療
福
祉
を
行

っ
て
い
く
か
が
大
き
な
命
題
で

す
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
の
中
で
は
医

療
が
そ
の
中
核
に
あ

り
、
介
護
、
福
祉
と

色
々
な
連
携
を
取
り

組
む
課
題
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

厚
生
連
か
ら
も
、

そ
れ
を
展
開
し
た
い

と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
は
、
診
療

科
目
、
検
査
体
制
に

よ
り
大
き
く
そ
の
収

支
が
変
わ
っ
て
き
ま

す
の
で
、
色
々
な
パ

タ
ー
ン
で
厚
生
連
と

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

医
療
従
事
者
の
確

保
の
問
題
が
あ
り
ま

す
が
、
何
と
か
早
め

に
方
向
を
出
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

開
業
予
定
は
平
成
29
年
４
月

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

赤
字
は
、
厚
生
連
の
当
初
の

計
画
で
８
２
０
０
万
円
と
見
込

ん
で
い
ま
し
た
。

　

現
状
は
外
来
患
者
さ
ん
が
、

計
画
比
で
83
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
建
替
え
は
い
つ
か

平
成
29
年
４
月
に
開
業
し
た
い

問答

子
育
て
支
援
の
充
実
を
は
か
れ
な
い
か

総
合
的
に
議
論
を
深
め
た
い

問答

渡邊敏昭
議員

渡
辺
敏
昭
議
員
、そ
の
ほ
か
の
質
問

問
雇
用
の
場
が
減
っ
て
い
る
が
対
策
は

答
全
く
働
く
場
が
無
い
訳
で
は
な
い

上野敏夫
議員

問　
健
康
な
町
、
子
育
て
日

本
一
の
環
境
、
住
ん
で
る

人
を
大
切
に
す
る
な
ど
の
町
づ

く
り
を
し
て
き
て
い
る
が
、
子

育
て
環
境
の
更
な
る
充
実
を
図

る
べ
き
と
考
え
る
。

①
出
生
届
を
堤
出
す
る
と
使
用

済
み
の
紙
お
む
つ
な
ど
を
入
れ

る
ご
み
袋
５
０
０
枚
を
支
給
す

る
こ
と
で
安
心
し
て
子
供
を
産

ん
で
も
ら
え
る
環
境
を
作
れ
る

と
考
え
る
。

②
中
学
３
年
生
ま
で
水
道
料
金

の
基
本
料
金
を
無
料
に
す
る
。

③
冬
期
間
、
灯
油
１
０
０
ℓ
を

支
給
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
風
邪

を
ひ
か
な
い
町
に
す
る
。

④
保
育
料
を
第
２
子
か
ら
は
無

料
化
し
て
、
入
園
希
望
者
全
員

が
入
園
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　

町
内
は
も
ち
ろ
ん
町
外
の
若

い
人
達
が
、
結
婚
し
て
安
心
し

て
子
供
を
産
み
、
子
育
て
が
で

き
る
環
境
に
な
り
、
人
口
増
加

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

こ
の
中
の
１
つ
か
２
つ
是
非
、

来
年
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
と
思

う
が
考
え
を
聞
か
せ
て
も
ら
い

た
い
。

　

そ
れ
を
取
り
組
ん

だ
時
、
１
年
間
に
２

３
０
０
万
円
く
ら
い
掛
か
り
ま

す
。

　

財
源
の
確
保
が
問
題
で
す
。

　

今
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
・
地
方
創
生
」
の
国
の
施
策

の
な
か
で
、
各
市
町
村
が
世
代

の
経
済
的
安
定
と
か
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
を
含
め
て
、
な

に
を
ど
う
し
た
い
の
か
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

沼
田
町
の
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
１
年
半
か
け
て
議
論
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

築50年を迎える沼田厚生クリニック
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問　
町
内
に
移
住
・
定
住
し

て
も
ら
う
た
め
の
条
件
は

福
祉
環
境
、
子
育
て
環
境
、
居

住
環
境
、
雇
用
環
境
な
ど
色
々

あ
る
が
、
特
に
雇
用
の
場
の
確

保
で
す
。

　

沼
田
町
に
住
め
ば
仕
事
の
相

談
に
乗
っ
て
く
れ
る
、
世
話
を

し
て
く
れ
る
、
こ
れ
が
一
番
の

安
心
感
で
、
そ
れ
が
移
住
・
定

住
を
増
や
す
大
き
な
要
素
だ
と

思
い
ま
す
。

　

町
長
は
「
十
分
と
は
言
え
な

い
が
ほ
ど
ほ
ど
に
働
き
口
は
あ

り
ま
す
」
と
言
う
が
、
本
当
に

十
分
に
足
り
て
い
る
の
か
。　
　

　

町
で
の
雇
用
の
関
係
に
つ
い

て
は
農
業
商
工
課
で
す
が
、
働

き
口
を
探
し
て
い
る
人
達
に
ど

こ
ま
で
対
応
し
て
い
る
の
か
。

　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
何
件

か
希
望
が
あ
る
と
い
う
が
、
い

問　
防
災
の
訓
練
に
は
基
本

的
に
４
つ
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

「
地
域
を
知
る
」
避
難
所
、

病
院
、
危
険
な
場
所
を
知
る
こ

と
。

　

「
人
を
知
る
」
家
族
構
成
、

要
支
援
者
は
ど
こ
の
家
か
を
知

る
。

　

「
災
害
を
知
る
」
ど
ん
な
災

害
が
起
き
る
か
を
知
る
。

　

「
技
術
の
伝
達
」
こ
れ
は
な

か
な
か
難
し
い
。

　

災
害
に
向
け
て
は
訓
練
が
必

要
と
考
え
る
が
そ
れ
だ
け
を
す

る
と
大
変
な
の
で
、
交
通
安
全

の
支
部
懇
談
会
な
ど
と
共
に
町

内
会
の
小
単
位
で
勉
強
会
を
し

た
り
、
避
難
場
所
ま
で
歩
い
た

り
す
る
取
り
組
み
を
し
て
み
て

は
ど
う
か
。

つ
頃
は
っ
き
り
す
る
の
か
。

　

労
働
法
の
中
で
は

働
き
た
い
人
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
に
行
く
と
い
う
の
が

労
働
契
約
上
の
流
れ
で
す
。

　

町
と
し
て
、
企
業
へ
の
斡
旋

は
で
き
な
い
が
、
紹
介
は
で
き

る
の
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
相
談
窓
口
が
農
業
商
工

課
で
す
が
、
町
民
に
分
か
り
に

く
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
窓
口
は
相
談
体
制
な
ど

も
含
め
て
、
検
討
し
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は

４
社
６
名
の
沼
田
町
で
働
く
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
広
報
や
、
何
ら
か
の
機

会
に
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

災
害
は
い
つ
来
る

と
も
限
り
ま
せ
ん
の

で
、
基
本
的
な
訓
練
を
積
み
重

ね
て
い
く
こ
と
が
将
来
に
わ
た

っ
て
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
の
行
政
区
長
会
議
に
防

災
の
訓
練
の
必
要
性
を
提
案
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
に
も
意
識
を
持

っ
て
も
ら
い
、
町
民
の
安
全
・

安
心
を
確
保
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

今
後
、
検
討
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

津川　均
議員

雇
用
の
場
の
紹
介
を
し
て
い
る
か

相
談
窓
口
の
体
制
を
強
化
し
た
い

問答

防
災
に
は
訓
練
が
必
要
と
思
う
が

訓
練
を
し
て
も
ら
い
意
識
を
高
め
た
い

問答

高田　勲
議員

知ってますか？あなたの地区避難所

沼田で働きませんか
12月18日現在 町内の会社４社・６名募集してます

詳しくは、農業商工課まで

日生技研は従業員募集中です
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教
育
長
へ
の
一
般
質
問

体
育
館
の
利
用
状
況
は

直
近
５
年
間
は
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す

問答

問　
町
長
は
第
５
次
総
合
計

画
の
策
定
で
、
そ
れ
ま
で

の
「
４
０
０
０
人
復
活
計
画
」

か
ら「
実
現
性
の
あ
る
計
画
に
」

と
い
う
方
針
に
基
づ
き
、
２
０

１
４
年
度
に
は
３
５
０
０
人
へ

下
方
修
正
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
３
３
２

６
人
ま
で
減
り
、
最
終
年
度
２

０
１
８
年
の
目
標
３
４
５
０
人

も
割
り
込
ん
で
い
ま
す
。

　
「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」

を
す
る
た
め
に
は
、
や
は
り
数

が
必
要
で
す
。

　

目
標
数
値
を
前
面
に
掲
げ
、

町
民
や
職
員
を
鼓
舞
す
べ
き
だ

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
目
標
を
達
成
で
き
な

い
原
因
は
ど
こ
に
あ
り
、
な
に

を
失
敗
し
た
と
考
え
て
い
る
か
。

 

津
川
　
均 

議
員

問　
沼
田
町
は
「
ス
ポ
ー
ツ

の
町
宣
言
」
を
し
て
い
ま

す
が
、
人
口
も
減
少
し
、
体
育

館
も
建
て
て
か
ら
40
年
以
上
が

経
過
し
て
い
ま
す
。

　

体
育
館
の
利
用
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
の
体
育
館

を
含
め
る
と
数
百
メ
ー
ト
ル
の

範
囲
に
体
育
館
が
３
つ
あ
り
、

こ
れ
を
利
用
し
て
大
き
な
競
技

大
会
を
開
い
て
は
ど
う
か
。

　

総
合
計

画
に
夢
を

載
せ
る
こ
と
は
出
来

な
い
の
で
、
現
実
的

な
路
線
と
し
て
３
４

５
０
人
と
い
う
数
字

を
目
標
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
目
標
に
向
か

っ
て
町
民
挙
げ
て
頑

張
っ
て
い
く
し
か
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
人
数

は
来
年
１
月
以
降
に

国
か
ら
方
針
が
示
さ

れ
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
受
け
て
現
実
的
な

路
線
を
考
え
て
い
く
の
が
適
当

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
４
年
間
で
目
標
数
値
を

示
し
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で
、

そ
の
点
は
反
省
し
ま
す
。

　

政
策
の
中
で
、
十
分
に
は
出

来
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、良
い
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、

御
理
解
下
さ
い
。

生
沼
教
育
長
　

ご
指
摘
の

と
お
り
、
人

口
減
少
に
伴
い
、
体
育
施
設
の

利
用
者
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
町
民
体
育
館
は
直

近
５
年
間
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推

移
し
て
お
り
、
年
間
利
用
者
は

１
万
３
０
０
０
人
ほ
ど
で
す
。

　

バ
レ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど

の
団
体
が
曜
日
を
決
め
て
定
期

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
日
中
の
利
用
も
平

成
25
年
度
で
６
０
０
０
人
ほ
ど

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
提
案
の
「
３
つ
の

体
育
館
を
利
用
し
た
体
育
イ
ベ

ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
の

部
活
の
土
曜
・
日
曜
利
用
も
あ

る
こ
と
か
ら
、「
い
つ
で
も
」

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

が
、
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
推
奨
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中村保夫
議員

3000

3200

3400

3600

3800

4000

4200

4400
沼田町の人口

2004 2008 2012 2016 2019

現実の人口

（人）

（年）

総合計画

第５次総合計画スタート第５次総合計画スタート

人
口
目
標
を
政
策
と
し
て
掲
げ
よ

政
府
の
方
針
を
聞
い
て
か
ら
議
論
し
ま
す

問答
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総
務
民
教
常
任
委
員
会
、
産

健
福
祉
常
任
委
員
会
、
両
委
員

会
に
よ
る
議
員
セ
ミ
ナ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
地
方
創
生
に
つ
い

て
の
勉
強
会
を
実
施
。

　

そ
の
後
、
25
年
度
企
業
立
地

促
進
条
例
に
基
づ
い
て
補
助
金

交
付
を
行
っ
た
２
社
の
企
業
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

地
方
創
生
の
取
り
組
み

　

平
成
26
年
11
月
、
地
方
創
生

の
取
組
の
基
本
と
な
る
、「
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

案
」
が
成
立
し
ま
し
た
。

　

吉
田
政
策
推
進
室
長
に
よ

り
、
こ
の
法
案
の
概
要
、
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
、
総
合
戦
略
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

地
方
が
自
ら
積
極
的
に
戦
略

を
策
定
し
そ
れ
を
国
が
情
報
・

人
材
・
財
政
支
援
を
展
開
す
る

も
の
で
す
。

　

今
後
、
沼
田
町
も
こ
の
法
案

に
基
づ
い
て
総
合
戦
略
を
内
部

で
検
討
し
て
い
る
と
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

株
式
会
社 
正 
和

シ
ョ
ウ
ワ
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

　

平
成
24
年
６
月
に
始
動
、
試

験
栽
培
を
重
ね
、
現
在
３
種
の

リ
ー
フ
レ
タ
ス
の
生
産
を
始
め

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

完
全
閉
鎖
型
工
場
で
、
播
種

後
40
〜
45
日
で
収
穫
で
き
、
人

工
の
光
で
作
っ
た
水
耕
栽
培
野

菜
で
ク
リ
ー
ン
な
環
境
で
作
ら

れ
、
ほ
こ
り
や
雑
菌
が
な
い
の

で
農
薬
を
使
う
必
要
が
な
い
た

め
、
洗
わ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
の

が
特
徴
で
す
。

　

さ
ら
に
、
通
常
の
レ
タ
ス
よ

り
鮮
度
が
長
持
ち
し
、
０
〜
８

℃
の
冷
蔵
保
存
で
最
大
１
か
月

の
保
存
が
可
能
だ
そ
う
で
す
。

　

今
の
課
題
は
、
年
間
を
通
し

て
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
安
全
な
レ
タ

ス
の
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
だ
そ
う
で
す
。

　

我
々
、
議
員
に
も
Ｐ
Ｒ
し
て

頂
き
た
い
と
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

日
生
技
研 

株
式
会
社

北
海
道
工
場

　

日
生
技
研
株
式
会
社
は
、
２

０
１
３
年
11
月
、
タ
キ
オ
ニ
ッ

シ
ュ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
傘
下

に
加
わ
り
、
以
来
、
グ
ル
ー
プ

企
業
関
連
の
受
注
が
多
く
な
り
、

海
洋
機
器
、
海
洋
調
査
機
器
、

超
音
波
調
査
機
器
（
降
雪
測
定

器
な
ど
）、
気
体
流
量
計
、
電

子
機
器
な
ど
の
製
作
を
行
い
、

業
績
は
着
実
に
伸
び
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

従
業
員
の
募
集
も
し
て
い
る

が
、地
元
の
申
し
込
み
が
な
く
、

雇
用
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い

状
況
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
も
松
浦
工
場
長

か
ら
「
従
業
員
が
住
め
る
環
境

を
作
っ
て
下
さ
い
」
と
要
望
さ

れ
ま
し
た
。

議
員
セ
ミ
ナ
ー

１
月
９
日

説明する吉田室長

完全防備で視察

１ヶ月たってもおいしいレタス

こんなところで、最先端技術が
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委員長 津川 均　副委員長 長原 誠 10月14日 ～ 10月17日
審査特別委員会

　

平
成
25
年
度
の
決
算
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
は
、
当
該
年
度
予

算
の
執
行
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
、
政
策
提
言
な
ど

を
次
年
度
の
予
算
に
反
映
す
べ

く
、
予
算
立
案
前
の
10
月
に
例

年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

４
日
間
に
わ
た
り
慎
重
に
審

査
が
行
わ
れ
、
下
記
の
意
見
を

付
し
て
原
案
通
り
決
算
の
認
定

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
の
総
括
質
疑
と
答
弁

は
次
頁
の
通
り
で
す
。

一般会計決算認定に付した意見
　厳しい財政状況にあって、平成25年度、職員一体となり住民サービスに努力されていることに
議会としても理解を示すところである。
　ただ、予算委員会のなかで意見とした職員の負担軽減策がなされなかったのは残念であり、今
後とも激務にならないように努力されることを望む。
　平成25年度の実質公債比率は5.2％で、沼田町が健全な財政運営を行っている証であり、職員
の努力に敬意を表すところである。
　また、特定検診率についても63.2％（速報値）と、目標値の65％に限りなく近づいており、高
く評価できるところである。
　しかしながら、更なる検討努力を望む事業が見られることから、次の意見を付す。
⑴　防災情報の配信について
　防災情報の配信に関して、現状は、「防災無線」と「メールぬまた」で周知されているが、
メール登録者が300件と少数である。
　近隣で実施している、エリア情報メール方式のような多くの町民が災害情報を利用できる
体制を望む。
⑵　政策事業の情報発信について
　移住定住、子育て満足度日本一の取り組み、小、中学校のＩＣＴ導入など沼田の特色ある
取り組みのＰＲについて、各課の連携を密にした一体的なＰＲを望みます。

水道事業会計決算認定に付した意見
　平成25年度においても、継続して古くなった配水管の設備改修が進められ、適切な維持管理が
行われている。
　人口減少も続くなかではあるが、健全な事業運営に努め、住民生活には欠かせない良質な生活
水の配水を望む。

総括質問する津川委員長
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 10月14日 ～ 10月17日

平成25年度 決算
移

住

定

住

Ｑ　
移
住
定
住
は
様
々
な
施
策

を
行
っ
て
い
る
が
、
実
績
が
の

び
て
い
な
い
、
奨
励
制
度
や
住

宅
施
策
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
の
担
当
を

一
体
化
し
て
集
中
的
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ　
住
宅
、
公
住
は
、
住
民
窓

口
に
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ

と
か
ら
住
民
生
活
課
に
あ
り
ま

す
。

　

新
規
の
移
住
定
住
政
策
は
農

業
商
工
課
が
担
当
し
て
お
り
、

今
後
は
更
な
る
連
携
を
進
め
、

取
り
組
み
た
い
。

子
育
て
満
足
度
日
本
一

4

4

4

 

Ｑ　
子
育
て
日
本
一
を
打
ち
出

し
て
い
る
が
、
満
足
度
が
住
民

を
始
め
町
内
外
に
充
分
に
発
信

さ
れ
て
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
の
発
信
で

は
な
く
、
一
括
し
た
情
報
提
供

が
必
要
で
は
な
い
か
。　

Ａ　
定
住
施
策
と
同
じ
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
発
信
、
広
報
の
仕

方
な
ど
足
り
な
い
部
分
も
あ
り
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

融
雪
溝
交
付
金
の
方
向

Ｑ　
融
雪
溝
管
理
運
営
協
議
会

に
対
す
る
交
付
金
は
恒
久
的
な

措
置
で
は
な
い
施
策
だ
が
、
今

後
の
方
向
性
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。

Ａ　
町
と
し
て
協
議
会
と
し
っ

か
り
話
し
合
い
を
し
て
い
き
た

い
。

　

今
の
所
問
題
は
な
い
と
感
じ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
措
置
は
、

い
つ
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

大
雪
な
ど
の
緊
急
時
の
対
応

に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
ま
す
。

政
策
推
進
室
の
場
所

Ｑ　
政
策
推
進
室
は
、
町
の
重

要
な
部
署
で
あ
り
、
も
っ
と
住

民
の
身
近
な
場
所
に
あ
る
べ
き

で
は
な
い
か
、
今
は
コ
ン
パ
ク

ト
エ
コ
タ
ウ
ン
の
特
命
課
に
感

じ
る
。

　

町
の
羅
針
盤
と
し
て
、
身
近

な
場
所
で
役
割
を
果
た
す
べ
き

で
は
な
い
か
。　

Ａ　
政
策
推
進
室
を
立
ち
上
げ

た
時
か
ら
、
町
長
室
の
隣
に
設

置
し
て
い
ま
す
。
今
年
で
３
年

目
に
な
り
ま
す
。
政
策
を
論
議

す
る
う
え
で
連
携
も
密
に
し
て

お
り
、
来
づ
ら
い
環
境
で
な
い

と
思
い
ま
す
。

コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ
タ
ウ
ン

Ｑ　
町
民
を
交
え
て
意
見
を
聞

く
た
め
の
補
正
予
算
は
ど
の
よ

う
に
使
わ
れ
た
の
か

Ａ　
中
身
と
し
て
は
い
ろ
い
ろ

な
方
と
論
議
し
意
見
を
聞
い
て

い
ま
す
。
ど
れ
ぐ
ら
い
の
意
見

を
聞
け
ば
良
い
か
難
し
い
が
、

論
議
は
充
実
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
創
生
の
な
か
で
も
「
い

ろ
い
ろ
な
地
域
の
意
見
を
聞
く
」

と
な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
の
方

法
と
は
異
な
る
手
法
で
行
っ
て

い
ま
す
。

ほ
た
る
館
と

 

行
政
の
連
携

Ｑ　
ほ
た
る
館
の
指
定
管
理
を

民
間
に
委
託
し
て
以
降
、
行
政

と
の
間
の
生
産
的
緊
張
感
が
無

い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。　
　
　

　

地
元
沼
田
の
温
泉
と
い
う
町

民
の
意
識
が
薄
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
、
連
携
を
進
め
る
う

え
で
、
効
果
的
な
予
算
措
置
を

す
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。　

Ａ　
毎
年
の
赤
字
額
増
大
を
考

え
、
そ
れ
ら
脱
却
を
は
か
る
べ

く
、
プ
ロ
の
業
者
に
任
せ
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
不
十
分
な
点

は
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

５
年
間
の
指
定
管
理
は
き
ち
ん

と
や
っ
て
頂
く
の
が
条
件
で
す
。

　

町
民
と
ほ
た
る
館
、
行
政
の

関
係
は
き
ち
ん
と
見
据
え
存
続

に
つ
い
て
努
力
し
た
い
。

介
護
職
員
の
処
遇

Ｑ　
人
材
確
保
の
た
め
の
、
職

場
環
境
や
処
遇
の
改
善
の
な
か

で
、
職
員
の
資
格
取
得
、
給
与

の
仕
組
み
な
ど
検
討
し
て
は
ど

う
か
。

Ａ　
個
人
の
資
格
取
得
の
助
成

は
で
き
ま
せ
ん
。
取
得
後
の
手

当
に
つ
い
て
は
検
討
で
き
る
部

分
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

紅葉まつりは
多くの人でにぎわいました

融雪槽は便利だが…

介護は人材から



課　題 11月20日（木）▶浜頓別町
『南宗谷衛生施設組合』

11月21日（金）▶下川町
『一の橋バイオビレッジ』

①モラル ●分別ゴミを、故意に混ぜる悪質が絶たない。
●分別ゴミが混ざると、施設の能力が発揮でき
ない。さらにゴミ焼却炉の故障や延命が計れな
い。

●不分別ゴミを撮影してカラーコピーにして、
ゴミ・ステーション掲示をして町民へアピール。
●不分別ゴミは、役場が回収。
●不分別ゴミをした個人に、電話で指導。
●役場がゴミ収集にゴミ回収業者と同行し、個
人を指導。

●不法投棄が後を絶たない。町外からの廃タイ
ヤやテレビなどが多い。犯人が見つからないの
で、役場が処分。看板やパトロールで啓発。
●ゴミの分別は15種類。ステーションは200基。
それぞれ、周知されている。

②周知 ●広報紙で。
●曜日ごとのゴミ・カレンダーを、配布。
●『ゴミを考える会』で議論し、提案。

●小学校の社会科の授業で、北海道の環境財団
と連携し、「地球温暖化」や「バイオマス」を
取り入れている。子供が興味を持つと、家庭の
意識が高まる。

③町民の
　利益

●ゴミ焼却を、熱利用をしている。
●ゴミによる発電は汚泥施設の一部で行ってい
る。
●生ゴミから肥料を作り、町民に無料で配布。

●林業の端材が使われていなかったので、木質
バイオマス利用を行い、町外へ流出していた燃
料費12億円を町内で循環させる。
●上記による灯油代の削減分を保育料や医療費
に回す。

●生ゴミから作った堆肥で、町内で「花いっぱ
い運動」を展開。

④ハード
　補助

●コンポスト容器は、過去に補助した。
●ディスポーザーは、補助していない。

●国のモデル事業として、『一の橋バイオビレ
ッジ』など、町民サービスをパッケージで提供。

⑤ゴミ受
け入れ
の限界

●分別とリサイクルであと２～30年持つ。
●広域のゴミ処理施設は近年の概念なので、今
後、予想もつかない突発的な修理と経費が発生。

●2018年から４市町村の広域の最終処分場を名
寄市で運営する予定。

12

ゴミの減量化
11月20日～11月21日　浜頓別町・下川町

総務民教 常任委員会 ★ 視察報告

▲南宗谷衛生組合議会 議長　野村雅男

▲下川町バイオマス産業戦略室
　室長　高橋祐二

▲一の橋バイオビレッジ

▲20㎏袋に入った肥料

ゴミのモラルの向上は、
町づくり、そのものです。

肥料は用途によって、20
㎏の小袋と、500㎏のフ
レコン・パックの２種類
を用意しています。肥料
の希望者が気軽に引き取
りに来ています。

下川町の人口は、沼田町と
同じ約3,500人。林業の町
なので、「森林の恵みをあ
ますことなく」をキャッチ・
フレーズに、『環境未来都
市しもかわ』として国のモ
デルになっています。ゴミ
問題も環境のテーマです。

一の橋は人口２千人から140人の限界集落に
なった。集落再生のアイディアとして、林業
で捨てていた木材の切れ端をバイオマス燃料
にするバイオビレッジ構想を打ち出した。今
では雇用も生み出し、シイタケ栽培や薬用植
物の研究で住民の３分の１が働く。

委 員 長 高田　勲
副委員長 久保元宏
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産建福祉 常任委員会 ★ 視察報告

予約制バスと観光
10月28日～10月29日　猿払村・下川町・留萌市

　

沼
田
町
に
お
け
る
観
光
資
源
は
「
夜
高
あ
ん

ど
ん
祭
り
」な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
・
伝
統
文
化
、「
ほ

た
る
・
化
石
」
な
ど
の
自
然
環
境
・
資
源
の
保

全
、「
雪
中
米
・
雪
夏
祭
」
な
ど
の
雪
を
利
用

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
、「
本
願

寺
駅
逓
・
ク
ラ
ウ
ス
15
号
蒸
気
機
関
車
」
な
ど

の
文
化
財
の
保
護
、「
米
・
野
菜
・
加
工
品
」

な
ど
の
新
鮮
・
安
全
な
地
場
産
品
の
販
売
な
ど
、

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
資
源
、
観
光
業
と
農
商
工
業
者
と
が
連

携
し
、
地
域
経
済
全
体
の
振
興
を
も
視
野
に
入

れ
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、
こ
れ

ら
を
ト
ー
タ
ル
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
新
た

な
事
業
や
商
品
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
る
専
門

的
組
織
が
必
要
と
考
え
調
査
し
ま
し
た
。

　ＮＰＯ法人しもかわ観光協会は、しっかり
したコンセプトを持ち、戦略的に効率の良い
ＰＲをしていました。
　観光ポスターは「森と暮らす日々」をテー
マにおき、抽象的ですが、下川町での生活と
暮らしをイメージさせています。
　観光パンフレットでは時間をテーマに、１
時間、３時間、１日、１年の過ごし方を紹介
するなど、ターゲットを明確にさせています。
　さらには、町のカラー「下川グリーン」で
イメージさせ視覚で伝えるなど、一貫したプ
ランニングとコーディネートがされていまし
た。
　法人化により専門の職員(プロ)がビジョ
ンと戦略を効率的に取り組むことの重要性を
考えさせられました。

下川町

　猿払村の公共交通の課題はＪＲ基金が十年程度で底をつく状況で、路線の見直し、運行体系の検
討中。
　デマンド交通においては、地区によっては高齢者世帯がほとんどで、人口減少と利用状況により
国の補助対象外となる可能性も出てきた。
　福祉輸送事業は利用者も多く好評であるが、料金の値下げや無料券の配布の要望があり、住民の
声を聞き、公共交通についての検討を考えている。

猿払村

　ＮＰＯ法人留萌観光協会はビーチの管理委
託から始まり、その後、市のそれぞれの施設
の指定管理委託をしている。
　行政と分離したことにより、専門職の民間
的な発想と柔軟に行動ができることで、人的
ネットワークが広がりました。
　市は法人団体にたいして委託をしやすくな
り、行政における予算主義の弊害がなくなり
ました。ただし、財源確保の安定性をどの様
に確立させるかが必要であるとの意見も出さ
れました。

留萌市

委 員 長 絵内勝巳
副委員長 鵜野範之

民間主導のしもかわ観光協会
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「みんなの議会」が
 創刊60号を迎えました
これからも町民と議会の
 架け橋であり続けます
ご意見をお寄せください

「
議
会
広
報
」

２
０
１
５
年
２
月
１２
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

本町の議会広報は道の町村議会事務局からの要請と指
導があり、平成12年５月に創刊されました。広報委員は
５名で、なぜか私が委員長に指名されました。
さて、私は昭和42年に初当選しましたが、当時は特権
意識を持った議員が多く、町費での飲み食いをなんとも
思っていない状況でした。私は「そんな権限はない」と
断固反対しましたが、それを止めさせるのに５年ほどか
かりました。議会や委員会があると、総務課の女子職員
がお茶の給仕をしていたので、「お茶くらいは自分たち
で飲もう」と止めさせました。そんなことで、「議会広
報は議員で作るのがあたりまえ」と取り組みました。と
ころが、道の町村議会事務局主催の研修に参加して判っ
たのですが、議員だけで作っているところがあまりなく、
「議会事務局に作らせ、最後に広報委員が修正する」と
いうのが主流でした。
今回、「みんなの議会」が60号になることから、私に
寄稿をお願いされました。広報誌については、構成で余
白が少なく、窮屈なのが気になりますが、予算を増やし
てもらえば解決できることなので、あとは言うことなし
です。
ただし、広報委員が頑張っても出来ないことがありま
す。それは、一般質問で議員と理事者が発言した以上の
ことは書けないということです。毎議会、ほとんどの議
員が質問しますが、１問で終わりというのが私は気にな
ります。町民の「生まれる前から死んだ後まで」関わる
のが自治体の仕事です。いま、年金は下げられ、消費税
は増税、社会保障は削られるなど、町民はたいへんな不
安の中で暮らしております。
町民の命と暮らしを守るのが議員の仕事です。理事者
を媒体にして、道政や国政への批判の質問がたくさんあ
ってもいいのではないでしょうか。

初代議会広報特別委員長 橋場　守

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

沼
田
町
議
会
広
報
誌
「
み
ん

な
の
議
会
」
が
創
刊
60
号
を
迎

え
ま
し
た
。

　

原
則
的
に
１
期
目
議
員
は
広

報
委
員
会
に
配
置
さ
れ
、
そ
の

任
に
就
き
ま
す
。
誰
も
が
、
先

輩
議
員
の
話
し
た
こ
と
を
中
立

か
つ
公
平
に
、
し
か
も
町
民
に

誤
解
を
さ
れ
な
い
よ
う
に
文
章

化
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
直
面

し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
町
長
答
弁
で
、「
検

討
し
ま
す
」
と
言
っ
た
と
き
、

そ
れ
は
「
検
討
は
す
る
が
や
ら

な
い
」
と
言
っ
た
の
か
「
検
討

し
て
実
施
し
ま
す
」
と
い
っ
た

の
か
広
報
誌
の
表
現
ひ
と
つ
で

町
民
に
誤
解
を
与
え
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
時
々
、
白

熱
し
た
議
論
と
な
り
深
夜
ま
で

表
現
方
法
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
す
。

　

そ
れ
で
も
な
お
誤
字
が
あ
っ

た
り
、
不
適
切
な
表
現
が
あ
っ

た
り
で
完
璧
な
「
号
」
は
一
度

も
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
努
力
と

苦
悶
の
15
年
間
で
し
た
。

あ
と
が
き

議員に期待する

　

12
月
に
杉
本
議
長
が
道
の
社

会
貢
献
賞
を
授
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
７
年
に
沼
田
町
議
会
議

員
に
当
選
す
る
や
、
論
客
と
し

て
頭
角
を
現
し
、
篠
田
・
西
田

両
町
長
に
論
戦
を
挑
み
、
数
々

の
政
策
提
言
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

３
期
目
に
は
副
議
長
。
４
・

５
期
目
に
は
議
長
と
し
て
個
性

豊
か
な
議
員
の
ま
と
め
役
と
し

て
の
仕
事
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

特
に
今
期
は
、「
２
元
代
表

制
度
」
の
一
翼
で
あ
る
議
会
が

な
に
を
す
べ
き
か
を
説
き
、

議
会
改
革
や
議
員
の
資
質
向

上
に
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
れ
ら
の
活
動
が
評
価
さ

れ
て
今
回
の
授
賞
と
な
り
ま

し
た
が
、
数
年
前
に
も
農
業

分
野
の
功
績
が
認
め
ら
れ
て
授

賞
し
て
お
り
、
違
う
分
野
で
２

度
の
授
賞
は
稀
有
な
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ

れ
、
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈

り
し
ま
す
。

杉
本
議
長
に
社
会
貢
献
賞


